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無量山 引接院 正覚寺 （青森市）

無量山 正覚寺

青森市街地の寺町（本町１丁
目）で最も歴史のある無量山
正覚寺は、浄土宗のお寺とし
て、青森開港まもない寛永５
年（1628年）に開かれた由緒
ある寺院。

津軽三十三観音霊場の二十
二番札所でもあり、旧寺町の
四ヵ寺の一つとして多くの参
詣者を集めている。

青森県青森市本町１丁目１−１２

®

Voice

https://cog-evo.jp/

お檀家様と地域の皆様が笑顔になれるお寺

■お檀家の皆様はもちろん
地域の皆様にとっても開かれたお寺として

「正覚寺では法要だけでなく、お檀家の皆様や地域の皆様といろいろな

行事を通して良縁を重ることはもちろん、開かれたお寺として、誰もが気

軽に来ていつ来ても心が安らぐお寺であり続けたいと思っています。」と

楠美知剛（ くすみ ちごう ）住職。

■お寺で脳活バランサーを使って
「脳のいきいき健康教室」開催！

「青森大学とのご縁で脳活バランサーのお話しを伺い、お彼岸でお参り

の檀家の皆様に体験していただこうと企画いたしました。正覚寺は地元

の方々が常々集まりやすいように1年間色々な催しを行っております。

今回の脳活バランサーを使った脳トレの取組みでは、特級を取られた８

０歳の男性の方など、沢山の地元の皆様に体験していただき、皆さまが

色々な気付きを得られ、喜んでいただけたようです。『お寺で脳活』と聞く

とびっくりされるかもしれませんが、寺院でイベントが開催されると集会

所には多くの人が足を運んでくださいます。夜写経会・ロコモ予防体操・

公開講座・落語会から仏教を学びスポーツを楽しむといった若者向けの

イベントも開催しています。今後も脳活イベントを継続し、「身体」「心」

「頭」の元気を願い、お檀家の皆様と地域の皆様の心のよりどころにな

るお寺であるよう精進してまいります。」

青森の旧寺町にある由緒ある寺院でも脳活バランサーが活躍している。

第三十四世 楠美知剛住職は、
2011年に就任され、浄土宗の教

えをお檀家の皆様、地域の皆様
に伝えておられる。
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